
聖

籠

町

海

の

に

ぎ

わ

い

館

条

例

施

行

規

則

を

こ

こ

に

公

布

す

る

。

 

平

成

二

十

三

年

十

二

月

十

六

日

 

聖

籠

町

長

 
 

渡

 

邊

 

廣

 

吉

 

聖

籠

町

規

則

第

三

十

二

号

 
聖

籠

町

海

の

に

ぎ

わ

い

館

条

例

施

行

規

則

 

（

趣

旨

）

 

第

一

条

 

こ

の

規

則

は

、

聖

籠

町

海

の

に

ぎ

わ

い

館

条

例

（

平

成

二

十

三

年

聖

籠

町

条

例

第

十

七

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

（

指

定

管

理

者

の

指

定

の

申

請

書

類

）

 

第

二

条

 

条

例

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

申

請

書

は

、

指

定

管

理

者

指

定

申

請

書

（

別

記

様

式

第

一

号

）

に

よ

る

も

の

と

す

る

。

 

２

 

条

例

第

四

条

第

一

項

の

事

業

計

画

書

に

記

載

す

る

事

項

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

 

一

 

基

本

方

針

に

関

す

る

事

項

 

二

 

業

務

計

画

に

関

す

る

事

項

 

三

 

運

営

体

制

及

び

組

織

に

関

す

る

事

項

 

四

 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

町

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項

 

３

 

条

例

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

書

類

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

定

款

又

は

こ

れ

ら

に

準

ず

る

も

の

 

二

 

役

員

名

簿

 

三

 

申

請

日

の

属

す

る

事

業

年

度

の

直

前

の

事

業

年

度

に

お

け

る

事

業

報

告

書

、

損

益

計

算

書

（

又

は

収

支

計

算

書

）

、

貸

借

対

照

表

及

び

財

産

目

録

 

四

 

現

に

行

っ

て

い

る

事

業

内

容

及

び

実

績

を

記

載

し

た

書

類

 

 

五

 

事

業

計

画

書

に

係

る

収

支

見

積

書

 

六

 

納

税

を

証

す

る

書

類

 



七

 

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

町

長

が

必

要

と

認

め

る

書

類

 
（

申

請

の

資

格

）

 

第

三

条

 
条

例

第

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

指

定

管

理

者

の

指

定

を

受

け

よ

う

と

す

る

団

体

（

複

数

の

団

体

が

共

同

し

て

指

定

管

理

者

の

指

定

を

受

け

よ

う

と

す

る

場

合

は

、
そ

の

構

成

員

で

あ

る

団

体

）

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

に

も

該

当

し

な

い

も

の

と

す

る

。

 

一

 

当

該

団

体

の

責

め

に

帰

す

べ

き

事

由

に

よ

り

本

町

又

は

他

の

地

方

公

共

団

体

か

ら

指

定

管

理

者

の

指

定

を

取

り

消

さ

れ

、

そ

の

取

消

し

の

日

か

ら

五

年

を

経

過

し

な

い

団

体

 

二

 

本

町

又

は

他

の

地

方

公

共

団

体

か

ら

複

数

の

団

体

が

共

同

し

て

指

定

管

理

者

の

指

定

を

受

け

た

場

合

で

あ

っ

て

、

当

該

複

数

の

団

体

の

責

め

に

帰

す

べ

き

事

由

に

よ

り

当

該

指

定

を

取

り

消

さ

れ

、

そ

の

取

消

し

の

日

か

ら

五

年

を

経

過

し

な

い

と

き

に

、

そ

の

構

成

員

で

あ

っ

た

団

体

 

三

 

当

該

団

体

の

役

員

（

法

人

以

外

の

団

体

に

あ

っ

て

は

、

当

該

団

体

の

代

表

者

）

の

う

ち

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

が

あ

る

団

体

 

イ

 

公

の

施

設

の

管

理

を

行

う

た

め

に

必

要

な

契

約

等

を

締

結

す

る

能

力

を

有

し

な

い

者

 

ロ

 

破

産

者

で

復

権

を

得

な

い

者

 

ハ

 

指

定

管

理

者

の

指

定

の

手

続

に

お

い

て

、

公

正

な

手

続

を

妨

げ

た

者

又

は

不

正

の

利

益

を

得

る

た

め

に

連

合

し

た

者

 

四

 

破

産

手

続

開

始

の

決

定

を

受

け

た

法

人

 

五

 

町

税

を

滞

納

し

て

い

る

団

体

 

２

 

前

項

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

必

要

と

す

る

申

請

の

資

格

に

つ

い

て

は

、

町

長

が

別

に

定

め

る

。

 

 

（

選

定

の

基

準

）

 

第

四

条

 

条

例

第

四

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

基

準

は

、



次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一
 

事

業

計

画

書

に

よ

る

公

の

施

設

の

運

営

が

、

利

用

者

の

平

等

な

利

用

を

確

保

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

 

二

 
事

業

計

画

書

の

内

容

が

、

公

の

施

設

の

効

用

を

最

大

限

に

発

揮

さ

せ

る

と

と

も

に

、

そ

の

管

理

に

係

る

経

費

の

縮

減

が

図

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

 

三

 

事

業

計

画

書

に

沿

っ

た

管

理

を

安

定

し

て

行

う

物

的

能

力

及

び

人

的

能

力

を

有

す

る

も

の

で

あ

る

こ

と

。

 

四

 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

公

の

施

設

の

設

置

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

に

町

長

が

必

要

と

認

め

る

基

準

 

（

選

定

結

果

及

び

指

定

の

通

知

）

 

第

五

条

 

町

長

は

、

条

例

第

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

指

定

管

理

者

の

候

補

者

を

選

定

し

た

と

き

は

、

申

請

を

し

た

す

べ

て

の

団

体

に

対

し

、

指

定

管

理

者

候

補

者

選

定

結

果

通

知

書

（

別

記

様

式

第

二

号

）

に

よ

り

そ

の

選

定

結

果

を

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

 

２

 

町

長

は

、

条

例

第

四

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

指

定

管

理

者

を

指

定

し

た

と

き

は

、

当

該

指

定

管

理

者

に

対

し

、

指

定

管

理

者

指

定

通

知

書
（

別

記

様

式

第

三

号

）
に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。
 

（

協

定

書

に

定

め

る

事

項

）

 

第

六

条

 

条

例

第

六

条

の

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

事

業

計

画

に

関

す

る

事

項

 

二

 

利

用

料

金

に

関

す

る

事

項

 

三

 

管

理

経

費

の

額

及

び

支

払

方

法

に

関

す

る

事

項

 

四

 

事

業

報

告

に

関

す

る

事

項

 

五

 

指

定

の

取

消

し

及

び

管

理

の

業

務

の

停

止

に

関

す

る

事

項

 

六

 

管

理

の

業

務

に

関

し

知

り

得

た

個

人

情

報

の

保

護

に

関

す

る

事

項

 

七

 

施

設

内

の

物

品

の

所

有

権

の

帰

属

に

関

す

る

事

項

 



八

 

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

町

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項

 
（

事

業

報

告

書

）

 

第

七

条

 
条

例

第

七

条

の

事

業

報

告

書

は

、

別

記

様

式

第

四

号

に

よ

る

も

の

と

す

る

。

 

２

 

条

例

第

七

条

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

 

一

 

管

理

業

務

の

実

施

状

況

及

び

利

用

状

況

 

 

二

 

利

用

料

金

の

収

入

の

実

績
 

 

三

 

管

理

に

係

る

経

費

の

収

支

状

況

 

 

四

 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

管

理

の

実

態

を

把

握

す

る

た

め

に

町

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項
 

 

 

（

利

用

の

許

可

）

 

第

八

条

 

条

例

第

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

聖

籠

町

海

の

に

ぎ

わ

い

館

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

利

用

許

可

申

請

書

（

別

記

様

式

第

五

号

）

に

よ

り

利

用

期

日

の

三

月

前

か

ら

利

用

期

日

の

五

日

前

ま

で

の

間

に

指

定

管

理

者

に

申

請

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

指

定

管

理

者

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

２

 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

シ

ャ

ワ

ー

の

利

用

申

請

に

つ

い

て

は

、

利

用

の

際

に

申

請

す

る

も

の

と

す

る

。

 

３

 

指

定

管

理

者

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

申

請

を

許

可

、

又

は

不

許

可

し

た

と

き

は

、

利

用

許

可

・

不

許

可

決

定

書

（

別

記

様

式

第

六

号

）

に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 

（

利

用

の

変

更

又

は

取

消

し

）

 

第

九

条

 

利

用

の

許

可

を

受

け

た

者
（

以

下
「

利

用

者

」
と

い

う

。
）

が

許

可

を

受

け

た

事

項

を

変

更

又

は

取

消

し

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

利

用

許

可

変

更

（

取

消

）

申

請

書

（

別

記

様

式

第

五

号

）

に

よ

り

速

や

か

に

指

定

管

理

者

に

申

請

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。



た

だ

し

、

指

定

管

理

者

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 
２

 
指

定

管

理

者

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

を

許

可

し

た

と

き

は

、

利

用

許

可

変

更

（

取

消

）

決

定

書

（

別

記

様

式

第

六

号

）

に

よ

り

そ

の

旨

を

当

該

利

用

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

 

（

利

用

の

制

限

等

）

 

第

十

条

 

指

定

管

理

者

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

者

に

対

し

、

そ

の

利

用

を

制

限

し

、

又

は

許

可

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

 

 

一

 

集

団

的

に

、

又

は

常

習

的

に

暴

力

的

不

当

行

為

を

行

う

お

そ

れ

が

あ

る

組

織

の

利

益

と

な

る

こ

と

を

行

う

者

 

 

二

 

他

人

に

危

害

を

及

ぼ

し

、

又

は

迷

惑

と

な

る

行

為

を

行

う

お

そ

れ

が

あ

る

者

 

 

三

 

そ

の

他

管

理

上

支

障

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

る

者

 

（

シ

ャ

ワ

ー

の

利

用

時

間

等

）

 

第

十

一

条

 

条

例

第

十

四

条

の

規

定

に

よ

る

利

用

料

金

を

徴

収

す

る

施

設

の

う

ち

、

シ

ャ

ワ

ー

の

利

用

時

間

に

つ

い

て

は

、

一

人

に

つ

き

十

分

以

内

と

す

る

。

 

２

 

条

例

第

十

四

条

第

三

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

小

学

生

の

シ

ャ

ワ

ー

の

利

用

料

金

に

つ

い

て

は

、

条

例

別

表

に

定

め

る

額

の

二

分

の

一

と

す

る

。

 

３

 

前

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

未

就

学

児

と

保

護

者

が

同

時

に

利

用

す

る

場

合

は

、

一

人

で

の

利

用

時

間

及

び

利

用

料

金

を

適

用

す

る

。

 

（

利

用

料

金

の

減

免

）

 

第

十

二

条

 

条

例

第

十

五

条

の

規

定

に

よ

る

利

用

料

金

の

減

免

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

還

付

す

る

金

額

に

一

円

未

満

の

端

数

が

生

じ

た

と

き

は

、

切

り

捨

て

る

も

の

と

す

る

。

 



一

 

町

、

又

は

町

と

と

も

に

国

及

び

県

が

公

益

の

た

め

に

利

用

す

る

と

き

 

免

除

 
二

 
健

全

な

地

域

社

会

の

形

成

に

役

立

つ

と

認

め

ら

れ

る

研

修

会

の

場

と

し

て

町

民

が

利

用

す

る

と

き

 

五

十

パ

ー

セ

ン

ト

 

三

 

町

内

の

幼

稚

園

、

小

学

校

、

中

学

校

そ

の

他

の

教

育

機

関

及

び

保

育

園

が

教

育

又

は

保

育

の

一

環

と

し

て

利

用

す

る

と

き

 

免

除

 

四

 

そ

の

他

町

長

の

承

認

を

得

て

指

定

管

理

者

が

定

め

る

場

合 

町

長

の

承

認

を

得

て

指

定

管

理

者

が

定

め

る

割

合

 

２

 

前

項

の

規

定

に

よ

る

利

用

料

金

の

減

免

を

受

け

よ

う

と

す

る

者

は

、

利

用

料

金

減

免

申

請

書

（

別

記

様

式

第

五

号

）

を

指

定

管

理

者

に

申

請

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

３

 

指

定

管

理

者

は

、
前

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

が

あ

っ

た

場

合

は

、

減

免

の

可

否

を

決

定

し

、

当

該

申

請

を

し

た

者

に

利

用

料

金

減

免

決

定

書

（

別

記

様

式

第

六

号

）

を

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 

（

利

用

料

金

の

還

付

）

 

第

十

三

条

 

条

例

第

十

六

条

た

だ

し

書

の

規

定

に

よ

る

利

用

料

金

の

還

付

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

還

付

す

る

金

額

に

一

円

未

満

の

端

数

が

生

じ

た

と

き

は

、

切

り

捨

て

る

も

の

と

す

る

。

 

 

一

 

利

用

者

の

責

任

に

よ

ら

な

い

理

由

に

よ

り

利

用

が

で

き

な

く

な

っ

た

場

合

 

全

額

 

 

二

 

第

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

利

用

許

可

書

を

添

え

て

利

用

期

日

の

五

日

前

ま

で

に

申

請

し

、

同

条

第

二

項

の

取

消

し

の

許

可

を

受

け

た

場

合

 

五

十

パ

ー

セ

ン

ト

 

 

三

 

そ

の

他

町

長

の

承

認

を

得

て

指

定

管

理

者

が

定

め

る

場

合 

町

長

の

承

認

を

得

て

指

定

管

理

者

が

定

め

る

割

合

 

２

 

前

項

に

規

定

す

る

利

用

料

金

の

還

付

を

受

け

よ

う

と

す

る

者

は

、

利

用

料

金

還

付

申

請

書

（

別

記

様

式

第

五

号

）

に

利

用

料

金

を

納



入

し

た

こ

と

を

証

す

る

書

面

を

添

え

て

指

定

管

理

者

に

申

請

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

指

定

管

理

者

が

特

に

必

要

と

認

め

た

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

 

３

 

指

定

管

理

者

は

、
前

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

が

あ

っ

た

場

合

は

、

還

付

の

可

否

を

決

定

し

、

当

該

申

請

を

し

た

者

に

利

用

料

金

還

付

決

定

書

（

別

記

様

式

第

六

号

）

に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 

（

利

用

者

の

遵

守

事

項

）

 

第

十

四

条

 

利

用

者

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

遵

守

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 

一

 

施

設

、

設

備

又

は

器

具

等

を

故

意

又

は

過

失

に

よ

り

破

損

、

汚

損

又

は

滅

失

し

な

い

こ

と

。

 

二

 

火

気

を

使

用

し

、

又

は

危

険

を

引

き

起

こ

す

お

そ

れ

の

あ

る

行

為

を

し

な

い

こ

と

。

 

三

 

許

可

を

受

け

な

い

で

、

備

品

、

器

具

等

の

使

用

又

は

移

動

を

し

な

い

こ

と

。

 

四

 

募

金

、

署

名

活

動

そ

の

他

こ

れ

ら

に

類

す

る

行

為

を

し

な

い

こ

と

。

 

五

 

立

入

禁

止

場

所

に

立

ち

入

ら

な

い

こ

と

。

 

六

 

騒

音

若

し

く

は

怒

声

を

発

し

、

又

は

暴

力

を

用

い

る

等

他

人

に

迷

惑

を

及

ぼ

す

行

為

を

し

な

い

こ

と

。

 

七

 

前

各

号

に

掲

げ

る

ほ

か

、

管

理

上

必

要

な

指

示

に

反

す

る

行

為

を

し

な

い

こ

と

。

 

（

利

用

許

可

の

取

消

し

等

）

 

第

十

五

条

 

指

定

管

理

者

は

、

条

例

第

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

利

用

の

許

可

を

取

り

消

し

、

若

し

く

は

変

更

し

、

又

は

中

止

し

た

と

き

は

、

利

用

許

可

取

消

等

通

知

書

（

別

記

様

式

第

七

号

）

に

よ

り

利

用

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

 

 

（

施

設

及

び

器

具

等

の

破

損

又

は

滅

失

の

届

け

出

）

 

第

十

六

条

 

利

用

者

は

、

施

設

及

び

器

具

等

を

破

損

又

は

滅

失

し

た



と

き

は

、

速

や

か

に

そ

の

旨

を

指

定

管

理

者

に

報

告

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 

（

補

則

）

 

第

十

七

条
 

こ

の

規

則

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

必

要

な

事

項

は

町

長

が

別

に

定

め

る

。

 

附

 

則

 

こ

の

規

則

は

、

平

成

二

十

四

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、
第

二

条

か

ら

第

六

条

ま

で

の

規

定

は

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

                     



別記様式第１号（第2条関係） 

 

指定管理者指定申請書 

 

年  月  日  

 

聖籠町長 様 

 

所在地 

団体名              

代表者氏名         印 

 

聖籠町海のにぎわい館条例第４条第１項の規定により、聖籠町海のにぎわい館の指定管理

者の指定を受けたいので、下記のとおり関係書類を添えて申請します。 

 

記 

 

添付書類 

 １ 事業計画書 

 ２ 定款、寄附行為その他これらに準ずるもの 

 ３ 役員名簿 

 ４ 申請日の属する事業年度の直前の事業年度における事業報告書、損益計算書（又は

収支計算書）、貸借対照表及び財産目録 

 ５ 現に行っている事業内容及び実績を記載した書類 

 ６ 事業計画書に係る収支見積書 

 ７ 納税を証する書類 

 ８ その他 



別記様式第２号（第5条関係） 

 

第     号  

年  月  日  

  

 団体名 

 代表者氏名 様 

 

聖籠町長 

 

指定管理者候補者選定結果通知書 

 

   年  月  日付けで申請のあった指定管理者の指定における候補者の選定について、

聖籠町海のにぎわい館条例第４条第２項及び同条例施行規則第５条第１項の規定により、

下記のとおり通知します。 

 

記 

 

１ 施設の名称 聖籠町海のにぎわい館 

２ 選定結果 

 

 

 ３ 理由 

     

 

 

 

注 この通知は、指定管理者の候補者として選定したことを通知するもので、指定管理者

の指定については、議会の議決を経た後となります。 



別記様式第３号（第5条関係） 

 

第     号  

年  月  日  

  

 団体名 

 代表者氏名 様 

 

聖籠町長 

 

指定管理者指定通知書 

 

   年  月  日付けで申請のあった聖籠町海のにぎわい館の指定管理者の指定につい

て、聖籠町海のにぎわい館条例第４条第３項及び同条例施行規則第５条第２項の規定によ

り、貴団体を指定管理者として指定します。 

 

記 

 

１ 施設の名称 聖籠町海のにぎわい館 

２ 指定の期間 

平成  年  月  日から平成  年  月  日まで 

 

 

 

 

 

注 指定管理者が行う施設の管理及び業務の範囲については、条例、規則等に定めるほか、

詳細については協定によるものとします。 



別記様式第４号（第７条関係） 

 

事業報告書 

 

年  月  日  

 

聖籠町長 様 

 

所在地 

団体名              

代表者氏名         印 

 

聖籠町海のにぎわい館について、  年度の業務が完了しましたので、地方自治法第244

条の２第７項及び聖籠町海のにぎわい館条例第７条の規定により、報告します。 

 

記 

 

添付書類 

 １ 管理業務の実施状況及び利用状況 

 ２ 利用料金の収入の実績 

 ３ 管理に係る経費の収支状況 

 ４ その他 



別記様式第５号（第8条、第9条、第12条、第13条関係） 

 

                利用許可 

聖籠町海のにぎわい館    利用許可変更・取消  申請書 

利用料金減免 

利用料金還付 

 

                              年  月  日 

 

指定管理者  様 

住所 

団体名             

申請者 氏名          

電話番号（    －   －   ） 

次のとおり申請します。 

利用日時 
  年  月  日（ ）～ 

  年  月  日（ ） 

午前 

午後 
時  分～ 

午前 

午後 
時  分 

利用目的 

 

利用予定人員       名 

利用室等 大会議室 ・小会議室  

利用料金 
 金額    円(A) 減免額    円(B) 

 差引納付（還付）額    円(A)－(B) 

変更・取消・減

免・還付 

変更・取消・減免・還付の具体的な理由 

備考 

 

※申請者は、太枠の部分のみご記入ください。 



別記様式第６号（第8条、第9条、第12条、第13条関係） 

 

（表） 

                利用許可・不許可 

聖籠町海のにぎわい館    利用許可変更・取消  決定書 

利用料金減免 

利用料金還付 

 

年  月  日  

住所 

団体名             

申請者 氏名            様 

電話番号（    －   －   ） 

 

指定管理者   

次のとおり決定します。 

利用日時 
  年  月  日（ ）～ 

  年  月  日（ ） 

午前 

午後 
時  分～ 

午前 

午後 
時  分 

利用目的 

 

利用予定人員       名 

利用室等 大会議室 ・小会議室   

利用料金 
 金額    円(A) 減免額    円(B) 

 差引納付（還付）額    円(A)－(B) 

不許可・変更・

取消・減免・還

付 

不許可・変更・取消・減免・還付の具体的な理由 

備考 
 

 



（裏） 

利用上の注意 

 １ 利用するときは、利用許可書を受付窓口に提示し、指示に従って利用してください。 

 ２ 利用の許可を受けた目的以外に利用したり、利用権の転貸等はできません。 

 ３ 利用の準備及び後始末等は利用許可時間内に行ってください。(厳守) 

 ４ 許可なく、利用許可を受けた施設以外に入らないでください。また、許可を受けた設備、器具以外

は利用しないでください。 

 ５ 許可なく館内で寄附金品の募集、物品の販売その他これに類する行為を行わないでください。 

 ６ 危険物、悪臭のある物そのほか他人の迷惑となるような物品を持ち込まないでください。 

 ７ 火気の取扱いには特に注意してください。喫煙は、必ず灰皿のある場所でお願いします。 

 ８ 利用中に生じた施設、設備、器具、樹木等の破損又は滅失については、これを原状に回復し、又は

弁償してください。 

 ９ 利用後は必ず整理整とんし、原状に回復してください。 

 10 聖籠町海のにぎわい館条例及び同条例施行規則に違反し、又は係員の指示に従わなかったときは、

利用許可後において利用の許可を取り消し、又は利用を制限し、若しくは停止することがあります。

この場合においては、利用者に損害が生じることがあっても、これに対して町及び指定管理者は賠償

の責任を負いません。 

 11 利用許可された後、都合で利用できなくなった場合は、利用する日の前日までに取消しの手続を済

ませてください。 

 12 施設を利用する権利に関する処分への教示 

① この処分に不服があるときは、この処分の通知を受けた日の翌日から起算して 60 日以内に、聖

籠町長に対して審査請求をすることができます。また、審査請求に対する裁決の通知を受けた日の

翌日から起算して30日以内に新潟県知事に対して再審査請求することができます。 

② この処分の取消しを求める訴えは、この処分の通知を受けた日の翌日から起算して（審査請求又

は再審査請求をした場合は、この処分の取消しの訴えは、その審査請求又は再審査請求に対する裁

決の通知を受けた日の翌日から起算して）６箇月以内に、指定管理者を被告として（指定管理者を

代表する者は、            ）となります。）、提起することができます。 



別記様式第７号（第15条関係） 

  年  月  日  

  

 

             

            様 

 

指定管理者   

 

聖籠町海のにぎわい館利用許可取消等通知書 

 

   年  月  日付けで許可した聖籠町海のにぎわい館の施設の利用については、下記

の理由のため、聖籠町海のにぎわい館条例第19条第１項及び同条例施行規則第15条の規

定により、利用の取消し（変更・中止）しますので通知します。 

 

記 

 

１ 施設の名称 聖籠町海のにぎわい館 

２ 理由 

 

 

 注 １ この決定に不服があるときは、この通知を受けた日の翌日から起算して60日以内

に、聖籠町長に対して審査請求をすることができます。また、審査請求に対する裁

決の通知を受けた日の翌日から起算して 30 日以内に新潟県知事に対して再審査請

求することができます。 

２ この決定の取消しを求める訴えは、この決定の通知を受けた日の翌日から起算し

て（審査請求又は再審査請求をした場合は、この決定の取消しの訴えは、その審査

請求又は再審査請求に対する裁決の通知を受けた日の翌日から起算して）６箇月以

内に、指定管理者を被告として（指定管理者を代表する者は、    ）となりま

す。）、提起することができます。 


